
データ活用×人材育成で製造現場に変革を！
～製造DX実現のためのステップアップ術～

SONAR研究会第21回
since2008
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活発な意見交換を行うことが
でき、時間が足りないほどでした。

参考になるお話を聞くことが
できた貴重な機会でした。

少人数で話せたので、
お互いの業務の悩みやYDC 

SONARの使い方について気軽に
話すことができました。

個別での相談ができ、
業務へのSearchMaruの

活用方法を一緒に検討して
いただくことができました。

YDC SONARの使い方や
疑問点を相談し、普段

使っている中で生じていた
課題を解決できました。

多数のご参加ありがとうございました！

今回初の試みである
登壇者様、SONAR研究会幹事様との交流型ブースを開催！

2024年10月7日(月)、8日(火)に第21回SONAR研究会がオンラインにて開催されました。
データ活用に必要な”育成”をテーマに

YDC SONARのユーザー企業様から自社の取り組みをご紹介しました。

登録者数 182社／370名 当日視聴者数 222名

それぞれのブースで積極的な議論や情報交換をされていました。
オンラインでも交流を深めることができたプログラムになったかと思います。
ご参加いただきました皆様、ご登壇いただきました皆様には深く感謝申し上げます。

＜参加者の声＞

1講演につき、平均80リアクション（拍手）をいただきました。
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ドメイン知識と機械学習を融合させよう
京都大学大学院
情報学研究科 教授 加納 学様

機械学習は今や製造現場のデータ解析に欠かせないものとなってきています。
とはいえ、同じ製造業でも作るものが違えば利用するモデルも変わってきます。
物理モデルと統計モデルのどちらかではなく製造業の現場の知識を合わせこ
んだハイブリットモデルを構築することに焦点をあてた内容をお話しいただき
ました。Q&Aのコーナーや交流ブースにも登場いただき、参加者の皆様の疑問
にお答えいただきました。

YDC SONARを使い倒す
~定期的に使うEXCELマクロをYDC SONARに置き換える~

ルネサス エレクトロニクス株式会社
情報システム統括部 製品開発支援システム部 部長　西村 英孝様

データ計算にはExcelマクロが使われることが多いですが、作成者の知識に偏
りがあり属人化することはよくあることです。西村様は製造プロセスの中で発生
する利用料の計算にExcelマクロが多用されていることに着目し、YDC SONAR
に置き換えることにチャレンジされています。皆様のExcelマクロの整理にもぜ
ひご活用ください。

生産DX推進への取り組み
~データドリブンな意思決定へ~

大塚化学株式会社　
生産本部 グローバル生産室 室長 南條 浩史様

南條様がDX推進の担当になられて、何から始めてどのようなプロセスで推進
されたのか、わずか3年で作り上げられた実績についてお話しいただきまし
た。自分だけの成功にせず「みんな恩恵にあずかる」ために「現場にいかにしゃ
べってもらうか」そのための「ご自身の態度」の言葉が印象的でした。
次は機械学習を取り入れることを視野に入れられています。 



CONTENTS
ピッチマラソン

導入後の運用や育成についてユーザー様の実体験をご紹介！
YDC SONAR活用に向けた取り組み
日清紡マイクロデバイス福岡株式会社
管理部 IT革新課  生産システム係
渡邉 大地 様

YDC SONAR活用の様々な課題に対する、今後の取り組みについてご紹介いただ
きました。課題に対し、「データの粒度向上」と「YDC SONARへのデータ集約」でよ
り良いモノづくりを目指す方針が示されました。

人材育成と情報継承取組み
株式会社SUMCO
生産技術本部 品質保証部 伊万里品質管理第三課
兼 AI推進本部 ICT推進部 生産システム課
課長補佐 川上 明様

YDC SONARの利用を担当者だけに留めることなく次世代へつなぐ活動をご紹
介いただきました。また、テンプレートの概要を残すフローを確立することで情
報の一元管理を実現させ非属人化と情報の最新版管理に努められています。

総括
コメント

工場では紙媒体での連携も多く、弊社も帳票データを電子化するのは苦労しました。各データと紐づけができるようID情報を
付与するなど、DB化の後のデータ活用を見据えることがデータ集約のポイントだと思います。
（株式会社プロテリアル 赤堀様）

総括
コメント

大規模データのクラウド移行
株式会社ワイ・ディ・シー　
コアテクノロジー クラウド推進ビジネスユニット
小山 拓良

実際に実施した事例から、大規模データを移行する際のポイントについて説明
しました。綿密な移行計画と、事前検証により1PB以上の大規模データ移行を
約1.5カ月間で大きな問題なく完了させることができました。

総括
コメント

弊社では、Snowflakeへデータ移行したことがあります。小山さんが仰っていた入念なデータ移行準備はもちろんですが、
YDCのConnectorオプションが利用できたことで、現場にデータが移行されたことを感じさせないほどでした。
（株式会社ジヤトコ 木室様）

川上さんは導入時から私と一緒に実施してきた仲間です。当時、各部門からそれぞれ代表を選出し、30名ほどで
各工場のデータ整備、構築を実施しました。その後、技術や知識の継承には教育の重要性を感じ、社内体制を作ってきました。
（株式会社SUMCO 長田様）
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各種システムから得られるデータを
YDC SONARで統合する具体例が

参考になりました。

課題は共通的なことも多く、
同じような困りごとが

あるということが分かり
参考になりました。

工夫されて育成に取り組まれている
ということが分かり、

参考にしたいと思いました。
具体的なYDC SONARの

活用事例と丁寧な取り組みの
様子が説明されており、

大変イメージがつきました。

内容が難しく、完全な理解は
できていませんが、今後どのように
分析を進めていけばよいかという

イメージができました。

後援企業  株式会社ワイ・ディ・シー SONAR研究会事務局
TEL：06-7711-1950　Email：sonar_usercon@ydc.co.jp　〒541-0043　大阪府大阪市中央区高麗橋4-4-9 淀屋橋ダイビル5F

お問い合わせ

SINCE 2008

SONAR研究会
製造業で抱えている品質関連の課題を中心に、会員相互で
の情報交換によって、会員の皆様の現場でのご苦労や、解決
にいたる道筋の声を共有できる場として設立されました。
広く製造業の抱える品質関連のテーマを中心に、日本の
製造業の将来を担う会員の情報交換と相互交流において、
普段の交流では享受できない貴重な機会を提供します。

YDC SONARの未来図
~開発の現状と次のステップ~
株式会社ワイ・ディ・シー Flippflopビジネスユニット　
中島 良太　他2名

2030年の円滑なデータ活用・情報連携
に向けて、YDC SONARの目指すところ
と新機能を紹介しました。

AIトレンドから考えるフローエンジニアリング

株式会社ワイ・ディ・シー コアテクノロジー AI推進ビジネスユニット　
佐野 史門

YDCには製品開発以外に技術を研究す
る部門があります。今回はAIの研究に焦
点を当てた”AI師匠”について紹介しま
した。 

画像データでしか見えない欠陥傾向がある！
~SearchMaruで実現する画像統計解析の活用事例~
株式会社ワイ・ディ・シー　スマートファクトリービジネスユニット　
杉山 穂沙奈

AI画像解析サービス「SearchMaru」と
「YDC SONAR」を組み合わせた活用事
例を紹介しました。

YDC SONARの活用推進　
～YDC SONAR Certification(認証)の公開～
株式会社ワイ・ディ・シー　スマートファクトリービジネスユニット　
間宮 秀雄

YDC SONARを使って実践的なスキル
を身に着ける方法、またレベルを測る
ための仕組みについて紹介しました。


